
第42回大会〕

c.食　物　５月26日（土）第３会場　午前9:00～12:00
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レステロール作用f;対する食餌脂肪レベルの影響
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緒言：　近年。Ik中コレス■fa ール( CHOL )濃度に対する食餌たん自責の影響に関して広

知られている。なかでも、大豆たん白貫は低CHOLii度を与え、一方カゼインは高CHOLvi

を与える。食餌中の脂肪量も血中CHOL濃度を左右する因子として知られているが、大豆

ん白質の降CHOL作用に対する脂肪レベルに関する知見は少ない。本実験｡では、食餌たん

貫の降CHOL作用を効果的に発現させる食餌条件を見つけ出すことを目的とし、大豆たん

質およびカゼインをたん白質源とし食餌脂肪レベルの血中諸脂質濃度に対する影響につ

ラットを用いて検討した。

　実験方法:　6遇齢のウィスター系雄ラットを１群６匹として以下の飼料で3 0日間飼育

した。飼料組成はタンパク質レベル2 0％を用いた。脂質はとうもろこし油を1，5，1

０および2 0％の４レベルの飼科とした。なお、実験ではCHOLおよびコール酸ナトリウム

をそれぞれ0.5J!、0.1255;を食餌に添加した高CHOL食とした。

　結果:　血中CHOL濃度は両たん白質群ともに食餌脂肪レベルの上昇で低下した。大豆群は

カゼイン群に比べ総ての脂質レベルにおいてカゼイン群より低値であった。大豆たん白質

の降CHOL作用すなわちカゼイン群に対する大豆たん白質群の血中CHOL－度低下作用は、高

脂肪レベルより低脂肪レベルでより発揮されたが、脂肪レベルの上昇IでCHOL濃度は低下す

るので高脂肪レベル(20％）大豆群が最も低いCHOL濃度を与えた。
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・マーガリン負荷ラットの血漿コレステa ―ルにおよぽす

ンバク質の影響

子大家政　　○山田　幸二、水野　時子

レステロールは動脈硬化症のリスクファクターの一つであるが、その濃度

動物性タンパク質摂取で上昇するのに反し、植物性脂肪や植物性タンパク

、摂取脂肪やタンパク質の違いで異なる応答を示すことが知られている。

肪と摂取タンパク質との関連での血漿コレステロールへの影響について論

ない。そこで、本研究はバターとマーガリンを脂肪源とし血漿コレステロ

取タンパク質の種類と含量の影響について検討した。

物には4 適齢で体重lOOgのD 0 n rjia系雄ラットを各群５頭用いた。試験飼料

ク質、カゼイン、卵アルブミン、小麦グルテン、それぞれ10％と25％に10％

はマーガリン、4％塩混合-1％ビタミン混合、0.5％コレステD ール, 0.25％コ

、さらに小麦デンプンを加え　100％に調整した。飼料と水を自由に摂取させ

、血漿と肝臓の脂質を分析した。

長はタンパク質10％で阻害され、特に小麦グルテン

。成長におよぼすバターとマーガリンの影響の違いはなか

は大豆タンパク質、カゼイン、卵アルブミン｡の場合バター

したが、小麦グルテンではバターとマガーリンで差がなか

25％群で血漿コレステD ール濃度は大豆タンパク質、カゼ

つ

イ

は上昇、小麦グルテ ンでは不変であった。肝臓コレステD ー

比べ25％群で低下した

臓のコレステロール濃

が、バターとマーガリンとで差はなか
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パク質で顕著で

漿コレステロー

－ガリンで低値

パク質10％群に

下、卵アルブミ

タンバク質10％

たがって、血漿

いことが示唆さ


